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DABCDにおいて，辺AD，BCの中点をそれぞれE，Fとすれば，対角線ACはBE，DF

によって3等分される。BとDを結び，三角形の重心の性質を用いて上のことがらを証明せ

よ。

直角三角形ABCの内接円が斜辺BCに接する点をDとすれば，

BD・DC＝△ABC

であることを証明せよ。 （横浜市大，長崎大）

△ABCにおいて，∠B，∠Cの二等分線の交点をDとするとき，∠BDCLi∠BACの大き

さを求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三重大）

△ABCにおいて，辺ABの中点をM，線分CM上の点をNとし，Mを通り直線ANに平行

な直線と辺BCとの交点をPとする。CN：NM＝3：5のとき，BP：BCを求めよ。（熊本大）

右の図の△ABCで，辺AC上に点D，CBの延長上に点Eを

とり，AD＝BEであるとする。このとき，DEとABの交点を

Fとすれば，

AC：BC＝EF：DF

であることを証明せよ。 迄包。
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円0と，その外部に線分ABがある。点Pが円0の周上を動くとき，△PABの重心Gはど

んな線上を動くか。

（1）右の図の△ABC（AB＝ACかつ∠Aは鋭角）において，内部の点

PからAB，ACにひいた垂線PDとPEの長さの和が，PからBC

にひいた垂線PFの長さに等しいとき，Pの軌跡は定線分であるこ

とを証明せよ。

（2）AB＝AC＝2BC＝1cmであるとき，（1）の軌跡の長さを求めよ。

（早　大）

右の図の四角形ABCDにおいて，頂点Aを通る直線をひいてこの四

角形の面積を2等分したい。作図法を述べよ。

右の図のように，直線ⅩYの両側に2つの線分ABとCDが与

えられている。ⅩYに垂直な直線がAB，CD，ⅩYと交わる点をそ

れぞれP，Q，Rとする。PR＝RQとなるようなⅩYの垂線PQを

作図せよ。

右の図のように，円0と△ABCがある。与えられた点Pを通

る線分QRをひき，Qが円0の周上に，Rが△ABCの周上にあ

るものとする。このとき，PがQRの中点であるという。線分

QRをどのようにひけばよいか。

右の図のDABCDで，辺BCを1辺とする正三角形を△EBC，

辺CDを1辺とする正三角形を△FCDとする。このとき，△AEF

は正三角形であることを証明せよ。

（金沢大）
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右の図で，2直線7，肌は平行であり，Aは／上の定点である。

定点Pを通る直線をひき，7，仇との交点をそれぞれB，Cとし，

AB＝ACとなるようにせよ。　　　　　　　　　　　（高知大）

右の図のように，円0と，その外部に直線才がある。円周上

の点Pで円0の接線をひき，lとの交点をQとする。PQの長

さが最小となるようなPの位置を求めよ。　　　（一橋大）

等角五角形ABCDEがある。

（1）1つの頂角の大きさは何度か。

（2）AB＝BC＝DEであるとき，この五角形は正五角形であるといえるか。（京都教育大）

△ABCの内接円がBC，CAに接する点をそれぞれD，Eとし，内心をⅠとする。2直線

AI，EDの交点をGとするとき，BGはAGに垂直であることを証明せよ。　（東京商船大）

△ABCの垂心をHとし，直線CH上に1点Lをとって∠ALBが直角になるようにする。

△ABCの面積をSl，△AHBの面積を52として，△ALBの面積を求めよ。　（姫路工大）

△ABCの外心を0，垂心をHとする。

（1）BOの延長が△ABCの外接円と交わる点をNとするとき，AH＝CNであることを証

明せよ。

（2）AH＝AOのとき，∠BACは何度か。　　　　　　　　　　　　　（山口大）

△ABCで，∠A＝2∠Bであるとき，BAのAの方の延長上にAC＝ADとなるような点Dを

とる。このとき，次の（1）～（3）を証明せよ。

（1）∠ACD＝∠ABC

（2）△ABCの外接円は点Cで直線CDに接する。

（3）BC2＝AC（AB＋AC）
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正三角形ABCの辺BC，CA，AB上にそれぞれ点P，Q，Rをとるとき，△PQRが正三角形

となるための必要で十分な条件は，AR＝BP＝CQが成り立つことである。このことを証明せ

よ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お茶の水女大）

長方形ABCDがある。辺BC上の任意の点Pを通って対角線BDに平行線をひき，辺CDと

の交点をQとする。このとき，PからAQにひいた垂線は定点を通ることを証明せよ。

（京都府大）

円0外の点Pからこの円に2つの接線をひき，その接点をA，Bとする。線分PAの中点M

とBを結ぶ線分MBが円0と交わる点をCとし，直線PCが円0と再び交わる点をDとす

る。

（1）∠APD＝∠PDBであることを証明せよ。

（2）円0の半径を1，∠APB＝450とするとき，線分BDの長さを求めよ。　　（阪　大）

右の図において，円0の半径はγ，ACはAでこの円に接し，

CQ＝QP＝PBであるとする。ABの長さをrで表せ。（東京医歯大）

円0と，それに交わらない定直線gがある。g上の定点A（ただし，OA⊥gではない）にお

いてタに接し，円0と交わる任意の円をかき，その交点をP，Qとする。直線PQとgとの交

点をB，Bより円0への1つの接線の接点をCとするとき，次を証明せよ。

（1）BA＝BC

（2）Bは定点である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿児島大）

内接円Iが外心0を通る二等辺三角形ABCにおいて，底辺BCの中点をDとし，BD＝a，

AB＝あとする。

（1）ADをα，あで表せ。

（2）AI：IDをα，あで表せ。

（3）AOをα，あで表せ。

（4）△OBDからα：あの値を求めよ。 （弘前大）
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線分ABを直径とし，点0を中心とする半円周ABがある0線分OA上の点Cより出た光が

AB上の点Eで反射し，次にEB上の点Fで反射して線分OB上の点Dを通るという。このと

き，OC＝ODならば，四角形CEFDはどんな四角形であるか。　　　　　　（岡山大）

線分ABを直径とする半円周上に点Pをとり，∠PAB＝300とする。APの中点をMとし，

PよりBMに垂線をひき，その延長がABと交わる点をKとする。このとき，AK：BKの値を

求めよ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪府大）

円に外接する四角形ABCDにおいて，△ABCの内接円と△ACDの内接円は互いに接するこ

とを証明せよ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京工大・金沢大）

△ABCにおいて，AB：AC＝2：3であるoAB，BCの中点をそれぞれM，Nとし，∠Aの

二等分線がMN，BCと交わる点をそれぞれP，Dとするとき，器および器の値を求めよ。

（日本大一理工）

頂角Aが360の二等辺三角形ABC内に点Pをとり，AP‥BP＝BP‥CP＝AB：BCとする。

（1）△ABPをAのまわりに回転してABがACに重なるところまできたときの位置を

△ACQとすれば，△APQ，△CPQの3つの内角はそれぞれ何度か。

（2）∠APB，∠APCを求めよ0　　　　　　　　　　　　　　　　（神戸大）

正三角形ABCの外接円の中心0を通ってABに平行な直線をひき，劣弧BCとの交点をD

とする。

（1）AD＝BD＋DCであることを証明せよ。

（2）外接円の半径の長さが諺であるとき，BD＋DCの長さを求めよ。　　　（北大）

右の図のように正三角形ABCの辺AB，AC上にそれぞれ点P，Qを

とり，直線PQに関してAと同じ側に正三角形PQRをつくる。このと

き，点Rはどのような軌跡をえがくか。　　　　　　　　（北大） 鉾
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右の図のように，円0内に定点Pがある。この円を折り曲げ，折り曲

げられた円弧がPを通るようにするとき，折り目の弦をQRとする。QR

の中点をSとすると，Sはどんな図形をえがくか。　　　（慶大一工）

（1）△ABCの辺BCの中点をMとするとき，

AB2十AC2＝2（AM2＋BM2）

であることを証明せよ。

（2）BP2＋CP2＝2AP2をみたす△ABCの内部の点Pは，どんな図形をえがくか。（神戸大）

△ABCの外心を0とし，点Pを△ABCの辺上の点とする。半直線OP上に点Qをとり，

OP・OQ＝OA2となるようにするとき，点Qはどんな曲線上にあるか。　　　　　（金沢大）

円0の弦AB上に2点C，Dが図のように与えられていて，AC＝BD

である。劣弧AB上に点Pを求め，Cを通る弦PQ，Dを通る弦PRを

つくるとき，PC＝DRとなるようにしたい。

（1）Pの作図法を述べよ。

（2）（1）で求めたPが条件に適することを証明せよ。　　　（神戸大）

∠ⅩOYとその内部に定点Aが与えられている。0Ⅹ上に点Pをとり，Pにおける0Ⅹの垂

線がOYと交わる点をQとするとき，PA：PQ＝2：3であるという。このような点Pを作図

によって求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（香川大）

△ABCにおいて，∠A＝900，AB＝ACである。

（1）辺BC上に点Pがあるとき，辺CA，AB上にそれぞれ点Q，Rをとって，△PQRが正

三角形となるようにせよ。

（2）（1）の作図ができるためには，PはBC上のどんな範囲にあればよいか。　　（都立大）

半円の定直径をABとする。Aを出発して半円周上をBまで動く点Pがある。APを1辺と

し，APに関してBと反対側に正方形APQRをつくるとき，その対角線PRの通過する部分を

図示せよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京医大）
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